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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データを表示する表示部を備えた携帯端末であって、
　ユーザの操作を受け付け可能なキーボード画面を前記データに重ねて前記表示部に表示
する表示手段と、
　前記表示部に表示された前記キーボード画面に対する、前記表示部を操作するユーザの
指示部の位置、及び前記指示部と前記表示部との間の距離を検出する検出手段と、
　を備え、
　前記表示手段は、前記検出手段による検出の結果、前記表示部に接近した前記指示部と
前記表示部との間の距離が所定の距離内であり、前記指示部の位置が、前記キーボード画
面が表示されていない表示領域の上部の位置又はその近傍の位置である場合、前記データ
に重ねて表示されている前記キーボード画面を透過して表示する又は前記キーボード画面
を非表示にすることを特徴とする携帯端末。
【請求項２】
　前記表示手段は、前記検出手段による検出の結果、前記指示部と前記表示部との間の距
離が前記所定の距離内ではない場合には、前記データに重ねて表示されている前記キーボ
ード画面を透過して表示する又は前記キーボード画面を非表示にすることを特徴とする請
求項１に記載の携帯端末。
【請求項３】
　前記表示手段は、前記検出手段による検出の結果、前記表示部に接近した前記指示部と
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前記表示部との間の距離が所定の距離内で、前記指示部の位置が、前記キーボード画面の
上部の位置又はその近傍の位置である場合には、前記キーボード画面を透過させずに表示
する又は前記キーボード画面を非表示にせずに表示することを特徴とする請求項１又は２
に記載の携帯端末。
【請求項４】
　前記検出手段は、
　前記表示手段により表示された前記キーボード画面に対する、前記指示部の位置を検出
する位置検出手段と、
　前記指示部と前記表示部との間の距離を検出する距離検出手段と、
　を備えることを特徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の携帯端末。
【請求項５】
　前記表示手段により前記表示部に表示された前記キーボード画面に重ねられたデータが
あるかを判定する判定手段を備え、
　前記表示手段は、前記判定手段により、前記表示手段により前記表示部に表示された前
記キーボード画面に重ねられたデータがあると判定されたことを条件に、前記キーボード
画面を透過して表示する、又は前記キーボード画面を非表示にすることを特徴とする請求
項１乃至４の何れか１項に記載の携帯端末。
【請求項６】
　前記表示手段は、前記判定手段により、前記表示手段により前記表示部に表示された前
記キーボード画面に重ねられたデータがないと判定されたことを条件に、前記キーボード
画面を透過させずに表示する又は前記キーボード画面を非表示にせずに表示することを特
徴とする請求項５に記載の携帯端末。
【請求項７】
　前記表示手段により前記表示部に表示された前記キーボード画面を透過された状態で表
示する、又は前記キーボード画面を非表示にするか、前記キーボード画面を透過させずに
表示するかを、前記ユーザの前記指示部により前記表示部を介して選択されることで決定
する第１の動作モードと、前記検出手段による検出の結果に応じて、前記データに重ねて
表示された前記キーボード画面を透過して表示する又は前記キーボード画面を非表示にす
るか否かを決定する第２の動作モードと、を含む動作モードのうち、いずれかの動作モー
ドを選択する選択手段を備え、
　前記表示手段は、前記選択手段により選択された動作モードで、前記表示手段により前
記表示部に表示される前記キーボード画面の表示制御を行うことを特徴とする請求項１乃
至６の何れか１項に記載の携帯端末。
【請求項８】
　前記選択手段は、前記表示手段により前記表示部に表示された前記キーボード画面に重
ねられた文字数に応じて、前記第１の動作モード、又は前記第２の動作モードの何れかを
選択することを特徴とする請求項７に記載の携帯端末。
【請求項９】
　データを表示する表示部を備えた携帯端末の制御方法であって、
　表示手段が、ユーザの操作を受け付け可能なキーボード画面を前記データに重ねて前記
表示部に表示する表示工程と、
　検出手段が、前記表示部に表示された前記キーボード画面に対する、前記表示部を操作
するユーザの指示部の位置、及び前記指示部と前記表示部との間の距離を検出する検出工
程と、
　を備え、
　前記表示工程は、前記検出工程による検出の結果、前記表示部に接近した前記指示部と
前記表示部との間の距離が所定の距離内であり、前記指示部の位置が、前記キーボード画
面が表示されていない表示領域の上部の位置又はその近傍の位置である場合、前記データ
に重ねて表示されている前記キーボード画面を透過して表示する又は前記キーボード画面
を非表示にすることを特徴とする制御方法。
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【請求項１０】
　コンピュータを請求項１乃至８の何れか１項に記載の携帯端末として機能させるための
プログラム。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯端末、及びその制御方法、プログラムに関し、特に、ソフトウェアキー
ボードによる入力操作を容易に行うための技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　スマートフォンなどのモバイル端末（スマートデバイス、携帯端末）は物理的なキーボ
ードを廃し、タッチパネルを指でタッチする直観的な操作で情報を閲覧することができる
デバイスである。タッチパネルを利用することで携帯に便利なサイズのデバイスでありな
がら、デバイスの大きさを最大限に活かした画面サイズでの情報閲覧を可能にしている。
【０００３】
　こうしたスマートデバイスでは文字を入力する場合の主な手段として、ソフトウェアに
よる仮想のキーボード（ソフトウェアキーボード）をインタフェースとしてユーザに提示
する。ソフトウェアキーボードはアプリケーション画面の上に重なるように表示され、従
来の物理キーボードと同様の役割を果たす。ソフトウェアキーボードのアプリケーション
にもよるが、多くの場合はデバイス画面の半分ほどをソフトウェアキーボードが占有し、
アプリケーションが画面上に表示している情報を覆い隠す。
【０００４】
　一方、ユーザが文字を入力するという状況はしばしば存在する。メールなどの文書作成
をはじめウェブサイトの閲覧時でも検索キーワードなどを入力する。ユーザが何か文字を
入力しようとすると、そのたびにソフトウェアキーボードが画面上の情報の一部を見えな
くしてしまうため、表示される情報量が減少する可能性がある。
【０００５】
　そこで、スマートデバイスの利用において物理キーボードを使用する場合を除き、ウェ
ブ情報やメールの文章を閲覧しながら文字入力を行う場合の現実的な操作としては、文字
入力モードの切り替えを繰り返し行うことが考えられる。また、表示領域が小さいあるい
は移動可能なソフトウェアキーボードなどを使用する方法もある。
【０００６】
　また、特許文献１には、カーソルが指定された入力領域に応じて、キーボード画面を半
透明にするか、不透明にするかを切り替えることが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００７－１８３７８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
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　スマートデバイスにおいて情報を閲覧しながら文字を入力する方法として、ソフトウェ
アキーボードの表示を切り替えながら操作することが考えられる。この場合、ソフトウェ
アキーボードを非表示にすることで画面上の情報を見やすくなるが、文字を入力する操作
としてソフトウェアキーボードの切り替え作業も行わなくてはならず、操作が煩雑になる
。
【０００９】
　一方ソフトウェアキーボードの表示を切り替えず、残りの領域をスクロールして情報を
参照する方法がある。この方法ではソフトウェアキーボードの切り替え操作は不要になる
が、スクロールできる画面の領域が制限されて狭くなるため、操作しにくく、しかも情報
を参照しづらい。
【００１０】
　あるいは、ソフトウェアキーボードのうち表示サイズを小さくできるものを使うと、ソ
フトウェアキーボードに隠れて見えなくなる情報は少なくなる。しかし、キーボードが小
さくなることで文字の入力がしづらくなることが考えられる。
【００１１】
　その他に、移動可能なソフトウェアキーボードを使用する場合、ユーザがソフトウェア
キーボードの下に隠れた情報を参照したいときにはソフトウェアキーボードの位置をずら
すことで情報を参照することができる。しかしながら、閲覧したい情報によってはやはり
ソフトウェアキーボードが邪魔になる可能性がある。そのうえ、文字入力操作と表示領域
の操作に加えてソフトウェアキーボードの移動操作を行うため、操作が複雑になる可能性
もある。
【００１２】
　このように、従来、ソフトウェアキーボードの画面の表示制御は、スマートデバイスを
直接操作しなければなかなかった。
【００１３】
　そこで、スマートデバイスにおけるソフトウェアキーボード利用時の文字入力の方法に
おいて、情報の閲覧性と操作の容易性とを両立する方法が求められる。
【００１４】
　そこで、本発明の目的は、携帯端末の表示部にソフトウェアキーボードの画面が表示さ
れることにより閲覧が制限される情報の閲覧性を向上させると共に、当該情報を閲覧しな
がらソフトウェアキーボードによる入力操作を容易に行うことが可能な仕組みを提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明は、データを表示する表示部を備えた携帯端末であって、ユーザの操作を受け付
け可能なキーボード画面を前記データに重ねて前記表示部に表示する表示手段と、前記表
示部に表示された前記キーボード画面に対する、前記表示部を操作するユーザの指示部の
位置、及び前記指示部と前記表示部との間の距離を検出する検出手段と、を備え、前記表
示手段は、前記検出手段による検出の結果、前記表示部に接近した前記指示部と前記表示
部との間の距離が所定の距離内であり、前記指示部の位置が、前記キーボード画面が表示
されていない表示領域の上部の位置又はその近傍の位置である場合、前記データに重ねて
表示されている前記キーボード画面を透過して表示する又は前記キーボード画面を非表示
にすることを特徴とする。
 
【００１６】
　また、本発明は、データを表示する表示部を備えた携帯端末の制御方法であって、表示
手段が、ユーザの操作を受け付け可能なキーボード画面を前記データに重ねて前記表示部
に表示する表示工程と、検出手段が、前記表示部に表示された前記キーボード画面に対す
る、前記表示部を操作するユーザの指示部の位置、及び前記指示部と前記表示部との間の
距離を検出する検出工程と、を備え、前記表示工程は、前記検出工程による検出の結果、
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前記表示部に接近した前記指示部と前記表示部との間の距離が所定の距離内であり、前記
指示部の位置が、前記キーボード画面が表示されていない表示領域の上部の位置又はその
近傍の位置である場合、前記データに重ねて表示されている前記キーボード画面を透過し
て表示する又は前記キーボード画面を非表示にすることを特徴とする。
 
【００１７】
　また、本発明は、コンピュータを上記の携帯端末として機能させるためのプログラムで
ある。
 
 
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、携帯端末の表示部にソフトウェアキーボードの画面が表示されること
により閲覧が制限される情報の閲覧性を向上させると共に、当該情報を閲覧しながらソフ
トウェアキーボードによる入力操作を容易に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明のシステムの構成の一例を示す図である。
【図２】図１に示したシステム１００に適用可能な情報処理装置のハードウェア構成を示
すブロック図である。
【図３】本発明におけるシステムの機能を示すブロック図である。
【図４】本発明におけるシステムの一例を示すフローチャートである。
【図５】本発明におけるシステムのデータテーブルの定義と設定値の一例を示すデータ構
成図である。
【図６】本発明におけるシステムのウェブブラウザでのソフトウェアキーボード不透過表
示画面の一例を示す図である。
【図７】本発明におけるシステムのメールソフトでのソフトウェアキーボード不透過表示
画面の一例を示す図である。
【図８】本発明におけるシステムのウェブブラウザでのソフトウェアキーボード透過表示
画面の一例を示す図である。
【図９】本発明におけるシステムのメールソフトでのソフトウェアキーボード透過表示画
面の一例を示す図である。
【図１０】本発明におけるシステムの設定画面の一例を示す図である。
【図１１】本発明におけるシステムの表示切替手段が手動の場合のソフトウェアキーボー
ド表示画面の一例を示す図である。
【図１２】本発明におけるシステムの一例を示すフローチャートである。
【図１３】本発明におけるシステムのデータテーブルの定義と設定値の一例を示すデータ
構成図である。
【図１４】本発明におけるシステムの設定画面の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態を詳細に説明する。
【００２１】
＜第１の実施形態＞
　以下、図面を用いて、本発明にかかる第１の実施形態について説明する。
　図１は、本発明のシステムの構成の一例を示すシステム構成図である。
【００２２】
　図１は、１つのスマートデバイス１００（携帯端末）による構成となっている。
【００２３】
　スマートデバイス１００はユーザに情報を提示し、ユーザのタッチ操作を入力として受
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け取るユーザインタフェースの機能を持つオペレーションシステムを搭載したモバイル端
末である。
【００２４】
　本実施形態のシステムでは、上述した構成の１つのスマートデバイス１００に物理的な
キーボードが接続されないか、物理的なキーボードが接続されていても不使用とする構成
であってもよい。
【００２５】
　以下、図２を用いて、図１に示したシステム１００に適用可能な情報処理装置のハード
ウェア構成について説明する。
【００２６】
　図２は、図１に示したシステム１００に適用可能な情報処理装置のハードウェア構成を
示すブロック図である。
【００２７】
　図２において、２０１はＣＰＵで、システムバス２０４に接続される各デバイスやコン
トローラを統括的に制御する。また、ＲＯＭ２０３あるいは外部メモリ２１２には、ＣＰ
Ｕ２０１の制御プログラムであるＢＩＯＳ（Ｂａｓｉｃ　Ｉｎｐｕｔ　／　Ｏｕｔｐｕｔ
　Ｓｙｓｔｅｍ）やオペレーティングシステムプログラム（以下、ＯＳ）や、各スマート
デバイスの実行する機能を実現するために必要な後述する各種プログラム等が記憶されて
いる。
【００２８】
　２０２はＲＡＭで、ＣＰＵ２０１の主メモリ、ワークエリア等として機能する。ＣＰＵ
２０１は、処理の実行に際して必要なプログラム等をＲＯＭ２０３あるいは外部メモリ２
１２からＲＡＭ２０２にロードして、該ロードしたプログラムを実行することで各種動作
を実現するものである。
【００２９】
　また、２０５は入力コントローラで、キーボード（ＫＢ）２０９やタッチパネル２１０
、あるいは不図示の加速度センサ等のセンサ等からの入力を制御する。キーボード２０９
は外部接続する装置も含む。タッチパネル２１０は、画面上の複数のタッチ点を感知でき
る検出方式の装置と、画面から距離が少し離れている指の位置を感知できる検出方式の装
置とを併せて構成する。画面上の複数のタッチ点を感知できる技術として相互容量方式の
タッチパネルがある。また、画面から距離が少し離れている指の位置を感知できる技術と
して、自己容量方式のタッチパネルがある。あるいは、画面から距離が少し離れている指
の位置を感知する方法として画面と指が映った画像の解析によるものも可能であるため、
画像入力装置としてカメラを構成しても良い。
【００３０】
　２０６はビデオコントローラで、ディスプレイ２１１等の表示器への表示を制御する。
ディスプレイ２１１の上に前記タッチパネル２１０を重ねてユーザのタッチ操作を受け付
けるように構成する。なお、図２で示す表示器は液晶ディスプレイだけでなく、有機ＥＬ
等の他の表示器であってもよい。
【００３１】
　２０７はメモリコントローラで、ブートプログラム，各種のアプリケーション、フォン
トデータ、ユーザファイル、編集ファイル、各種データ等を記憶する外部記憶装置（フラ
ッシュメモリ（ＲＯＭ））２１２へのアクセスを制御する。
【００３２】
　２０８は通信Ｉ／Ｆコントローラで、ネットワーク（例えば、不図示の３Ｇ等の通信ネ
ットワークや無線ＬＡＮ）を介して外部機器と接続・通信するものであり、ネットワーク
での通信制御処理を実行する。例えば、ＴＣＰ／ＩＰを用いた通信等が可能である。
【００３３】
　なお、ＣＰＵ２０１は、例えばＲＡＭ２０２内の表示情報用領域へアウトラインフォン
トの展開（ラスタライズ）処理を実行することにより、ディスプレイ２１１上での表示を
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可能としている。また、ＣＰＵ２０１は、ディスプレイ２１１上の不図示のユーザインタ
フェース等でのユーザ指示を可能とする。
【００３４】
　本発明を実現するための後述する各種プログラムは、ＲＯＭ２０３または外部メモリ２
１２に記録されており、必要に応じてＲＡＭ２０２にロードされることによりＣＰＵ２０
１によって実行されるものである。さらに、上記プログラムの実行時に用いられる定義フ
ァイル及び各種情報テーブル等も、ＲＯＭ２０３または外部メモリ２１２に格納されてお
り、これらについての詳細な説明も後述する。
【００３５】
　次に、図３を用いて、本発明の情報処理装置としてのスマートデバイス１００の機能ブ
ロック図について説明する。
【００３６】
　尚、各機能ブロックが処理する詳細な制御については、後述するフローチャートにて説
明する。
【００３７】
　ソフトウェアキーボード情報取得部３０１は、ＲＡＭ２０２にて管理されているシステ
ムのソフトウェアキーボードの表示状態および画面上における表示領域を取得する。
【００３８】
　設定情報取得部３０２は、ＲＯＭ２０３または外部メモリ２１２の記憶領域より表示切
替手段および表示方法の設定情報を取得する。
【００３９】
　設定情報取得部３０２はまた、設定画面表示部３０６の初期化処理においても呼び出さ
れる。
【００４０】
　表示情報取得部３０３は、ソフトウェアキーボード情報取得部３０１で取得した画面上
の表示領域において、アプリケーションが表示している文字および画像を取得し、情報の
有無を解析する。
【００４１】
　タッチ情報取得部３０４は、タッチパネルが指を感知したかどうかの情報と、感知した
指の画面上の座標を取得する。
【００４２】
　ソフトウェアキーボード表示部３０５は、ソフトウェアキーボードの透過および不透過
表示の切り替えを行う。設定情報取得部３０２により取得した情報と表示情報取得部３０
３により取得した情報、およびタッチ情報取得部３０４の情報に基づいて、ソフトウェア
キーボードを透過表示したり、不透過表示（元々のソフトウェアキーボード表示）したり
する。
【００４３】
　設定画面表示部３０６は、ソフトウェアキーボード表示部３０５にて表示されている設
定ボタンを押下することで、設定画面を表示する。設定情報取得部３０２により取得した
情報を元に設定画面表示を行う。
【００４４】
　設定情報格納部３０７は、設定画面表示部３０６で表示した設定画面において、ユーザ
が設定した情報を取得し、これをＲＯＭ２０３または外部メモリ２１２の記憶領域に格納
する。設定情報格納部３０７は格納処理が終わると設定画面表示部３０６を呼び出し、設
定画面を閉じる。
【００４５】
　以下、本実施形態におけるシステムの全体の流れを説明する。
【００４６】
　スマートデバイス１００は、ウェブサイト閲覧やメール作成などの場面において、ユー
ザが文字入力を行う際に表示されるソフトウェアキーボードの表示を検知すると、ソフト
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ウェアキーボードの表示領域情報を取得する。そして、ＲＯＭ２０３または外部メモリ２
１２の記憶領域より設定情報を取得する。設定情報が存在しない場合にはデータテーブル
定義（図５）に基づいて初期値を使用する。表示切替手段が手動であれば、表示手段の透
過表示または不透過表示の設定に応じてソフトウェアキーボードを透過表示あるいは不透
過表示する。
【００４７】
　表示切替手段が自動の場合、ソフトウェアキーボードの表示領域に表示されている文字
や画像を取得し、情報が含まれているか調べる。情報が含まれていないと判断した場合に
はソフトウェアキーボードを不透過表示する。あるいは、ソフトウェアキーボードの表示
領域に含まれている情報の量に応じて表示方法を切り替える仕組みも考えられる。
【００４８】
　表示情報が存在する場合、タッチ点の情報を取得し、指の位置が画面から一定の距離内
でかつソフトウェアキーボードの表示領域内であれば、ソフトウェアキーボードを不透過
表示する。表示情報が存在する場合でも、指の位置が画面から一定の距離内にないかある
いはソフトウェアキーボードの表示領域内になければ、ソフトウェアキーボードを透過表
示する。
【００４９】
　ソフトウェアキーボードの透過表示については、表示領域を示す外枠と設定画面を表示
する設定ボタンは常に不透過表示することとし、ソフトウェアキーボードのそれ以外のボ
タンや背景については透過表示する。ただし、表示情報の内容に応じた部分的な透過表示
ができる仕組みであってもよい。つまり表示情報の内容を考慮して、特定のキー表示につ
いては不透過のままにしておくなどが考えられる。外枠の不透過表示については、ソフト
ウェアキーボードの表示領域に対する指の位置が表示を切り替える要因となるため、表示
領域を明示することとする。また設定ボタンが常に表示されているため、表示切替を自動
で行いたくない場合やそれとは逆に自動で行うようにしたい場合、ソフトウェアキーボー
ドが透過表示であってもユーザが操作を戸惑うことが無い。そのうえ設定ボタンが表示さ
れることで、ユーザが透過表示中のソフトウェアキーボードのことを忘れていたとしても
、文字入力中である状態をユーザに示すことができる。なお、設定ボタンは設定情報の表
示切替手段が自動の場合と手動の場合では表示が異ならせているため、ソフトウェアキー
ボードの表示が自動的に切り替わる設定になっているのか、手動のため固定される設定に
なっているのかが一目で分かるようになっている（図１１）。
【００５０】
　また、ソフトウェアキーボードの設定ボタンを押下することで情報設定画面（図１０）
を表示する。情報設定画面では、ソフトウェアキーボード表示の切り替えを自動また手動
で行うことを指定する。手動を指定する場合はさらに、表示方法を透過表示または不透過
表示とすることを指定する。
【００５１】
　以下、図４を参照して、本実施形態のシステムにおけるソフトウェアキーボード表示切
替処理について説明する。
【００５２】
　図４に示す各ステップは、携帯端末のＣＰＵがプログラムをＲＡＭから読み取り実行す
るものである。
【００５３】
　携帯端末は、ユーザの操作を受け付け可能なソフトウェアキーボードの画面（キーボー
ド画面６００）を表示部に表示されたデータに重ねて表示部に表示する（キーボード表示
手段）。
【００５４】
　図４ではソフトウェアキーボード表示切替処理について説明する。本処理はスマートデ
バイスにて実施され、ユーザが文字入力を行う際に表示されるソフトウェアキーボードを
検知する。ソフトウェアキーボードの設定ボタン（例えば、図６の６０４）を押下すると
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、情報設定画面（図１０）が表示される。
【００５５】
　ステップＳ４０１では、検知したソフトウェアキーボードについて、表示状態および画
面上における表示領域のデータを取得する。
【００５６】
取得した表示状態および表示領域のデータはＲＡＭ２０２に記憶させておき、後述のＳ４
０２、Ｓ４０７、Ｓ４１２の処理で利用される。
【００５７】
　ステップＳ４０２では、ステップＳ４０１で取得したデータが示す表示状態が非表示と
なっている場合は処理を終了する。表示状態が表示の場合は、処理をステップＳ４０３に
すすめる。
【００５８】
　ステップＳ４０３では、ＲＯＭ２０３または外部メモリ２１２の記憶領域から設定情報
を取得する。５０２の表示切替手段の設定を参照し、自動または手動の値を取得する。ま
た、表示方法の設定を参照し、透過または不透過の値を取得する。ＲＯＭ２０３または外
部メモリ２１２の記憶領域から設定情報が取得できない場合は、データテーブル定義（図
５の５０１）の初期値を設定情報する。
【００５９】
　取得した表示切替手段および表示方法はＲＡＭ２０２に記憶させておき、後述のＳ４０
４、Ｓ４０５の処理で利用される。
【００６０】
　設定情報取得処理が終わると、処理をステップＳ４０４にすすめる。
【００６１】
　ステップＳ４０４では、Ｓ４０３で取得した表示切替手段の値が手動となっている場合
、処理をＳ４０５にすすめる。表示切替手段の値が自動の場合、処理をＳ４０７にすすめ
る。
【００６２】
　ステップＳ４０５では、Ｓ４０３で取得した表示方法の値が不透過となっている場合、
処理をＳ４０６にすすめる。表示方法の値が透過である場合、処理をＳ４１３にすすめる
。
【００６３】
　ステップＳ４０６では、ソフトウェアキーボードの表示を不透過表示する。つまり元々
のソフトウェアキーボードの表示に戻す。不透過表示の例としてウェブサイト閲覧時の画
面（図６）およびメールソフトの画面（図７）を示す。
【００６４】
　ソフトウェアキーボードの不透過表示処理が終わると、処理をステップＳ４０１に戻す
。
【００６５】
　ステップＳ４０７では、ステップＳ４０１で取得した表示領域において、他のアプリケ
ーションソフトウェアがソフトウェアキーボードの表示領域の背面に表示している画像ま
たは文字の情報を取得する。また、ＯＣＲなどの技術を使用して画像からも文字データを
抽出することも可能である。
【００６６】
　表示情報の取得処理が終わると、処理をステップＳ４０８にすすめる。
【００６７】
　ステップＳ４０８では、ステップＳ４０７で取得した表示情報を解析する。
【００６８】
　画像か文字があれば表示情報が含まれていると判断し、処理をＳ４０９にすすめる。そ
うでない場合は表示情報が含まれていないと判断し、ソフトウェアキーボードを不透過表
示するために処理をＳ４０６にすすめる。ステップ４０８は、キーボード画面に重ねられ
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たデータがあるかを判定するデータ判定手段の適用例である。
【００６９】
　ステップＳ４０９では、入力コントローラ２０５よりタッチパネル２１０のタッチ情報
を取得し、ユーザの指と画面が一定距離内に近づいていることを取得する。タッチパネル
２１０は、例えば投影型静電容量方式センサ（自己容量方式）を利用して、静電容量の変
化を検出することで指が一定距離内に近づいていることを知ることができる。あるいはそ
の他の近接センサの利用も可能である。その他にも、カメラ画像を用い、画素のパターン
を解析して指と画面との距離を推定することで一定距離内に近づいていることを判定して
も良い。投影型静電容量方式センサは、ユーザの操作部（指など）と、表示部（ディスプ
レイ）との間の距離を検出する距離検出手段の適用例である。
【００７０】
　タッチ情報取得処理が終わると、処理をＳ４１０にすすめる。
【００７１】
　ステップＳ４１０では、ステップＳ４０９で取得したタッチ情報から指と画面が一定距
離（所定の距離）内に近づいている場合、処理をステップＳ４１１にすすめる。指と画面
が一定距離より離れている場合には、ソフトウェアキーボードを透過表示するために処理
をステップＳ４１３にすすめる。ステップ４１０は、所定の距離であるかを判定する判定
手段の適用例である。
【００７２】
　ステップＳ４１１では、入力コントローラ２０５よりタッチパネル２１０のタッチ情報
を取得し、ユーザの指の画面上における位置（Ｘ座標およびＹ座標の値）を取得する。ユ
ーザの指の画面上の座標を得る方法として、投影型静電容量方式センサの静電容量変化か
ら、指の位置座標を特定するか、あるいはカメラ画像の画素パターンの解析から推定する
方法がある。
【００７３】
　画面上の指の位置を取得したら、処理をＳ４１２にすすめる。
【００７４】
　ステップＳ４１２では、ステップＳ４１１で取得した指の位置座標がステップＳ４０１
で取得したソフトウェアキーボードの表示領域内である場合、ソフトウェアキーボードを
不透過表示するために処理をステップＳ４０６にすすめる。そうでない場合、ソフトウェ
アキーボードを透過表示するために処理をステップＳ４１３にすすめる。ステップ４１２
では、キーボード画面（例えば図６の６０３）に対する、表示部を操作するユーザの操作
部の位置を検出する位置検出手段の適用例である。
【００７５】
　ステップＳ４１３では、ソフトウェアキーボードの表示を透過表示する。透過表示の処
理としては、例えば透明度をゼロとして非表示にすることも考えられるが、半透明表示に
しても良い。
【００７６】
　このように、キーボード画面の上部、又はその近傍に操作部（指など）が位置している
ことを検出し、かつ、指と表示部との間の距離が所定の距離であると判定されたことを条
件に、キーボード画面を不透明で表示し、一方、キーボード画面の下に重ねられたデータ
があると判定され、かつ、キーボード画面以外の表示部にデータが表示された領域の上部
、又はその近傍に操作部（指など）が位置していることを検出し、かつ、指と表示部との
間の距離が所定の距離であると判定されたことを条件に、キーボード画面を透明で表示、
又は非表示する。また、キーボード画面に重ねられたデータがないと判定された場合には
、キーボード画面を不透明で表示する。
【００７７】
　また、ソフトウェアキーボードのすべてを透過表示するのではなく、ソフトウェアキー
ボードの外枠と設定ボタンについては常に不透過表示する。透過表示の例としてウェブサ
イト閲覧時の画面（図８）およびメールソフトの画面（図９）を示す。
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【００７８】
ソフトウェアキーボードの透過表示処理が終わると、設定画面（図１０）を表示するため
に処理をステップＳ４１４にすすめる。
【００７９】
　ステップＳ４１４では、設定ボタン（例えば図６の６０４、図７の７０４など）が押さ
れた場合、処理をステップＳ４１５に進める。そうでない場合は、処理をステップＳ４０
１に戻す。
【００８０】
　ステップＳ４１５では、設定画面（図１０）を表示する。画面の初期表示を行うために
、処理をステップＳ４１６にすすめる。
【００８１】
　ステップＳ４１６では、ＲＯＭ２０３または外部メモリ２１２の記憶領域から設定情報
を取得する。表示切替手段の設定を参照し、自動または手動の値を取得する。また、表示
方法の設定を参照し、透過または不透過の値を取得する。ＲＯＭ２０３または外部メモリ
２１２の記憶領域から設定情報が取得できない場合は、データテーブル定義（図５）の初
期値を設定情報する。取得した設定情報を使って設定画面を初期化する。
【００８２】
設定情報取得処理が終わると、処理をステップＳ４１７にすすめる。
【００８３】
　ステップＳ４１７では、設定画面のキャンセルボタンが押下された場合、処理をステッ
プＳ４２０にすすめる。そうでない場合は、処理をステップＳ４１８にすすめる。
【００８４】
　ステップＳ４１８では、設定画面の保存ボタンが押下された場合、処理をステップＳ４
１９にすすめる。そうでない場合は、処理をステップＳ４１５に戻す。
【００８５】
　ステップＳ４１９では、設定画面を介してユーザにより受け付けた設定値（ユーザの操
作により変更された設定値）を取得し、ＲＯＭ２０３または外部メモリ２１２の記憶領域
に格納する。
【００８６】
　設定情報格納処理が終わると、処理をステップＳ４２０にすすめる。
【００８７】
　ステップＳ４２０では、設定画面を閉じ、処理をステップＳ４０１に戻す。
【００８８】
　図５は、本実施形態のシステムにおける設定情報用データテーブルの一例を示すデータ
構成図である。
【００８９】
　図５の５０１に示すように、設定情報用データテーブルは、表示切替手段と、表示方法
等の情報から構成される。表示切替手段には、ソフトウェアキーボードの表示切替が手動
であるか自動であるかを設定する。表示方法には、表示切替手段が手動の場合の表示方法
として、不透過か透過を設定する。図５には設定情報に格納するデータの一例（５０２）
を示す。
【００９０】
　図６は、本実施形態のシステムにおけるウェブブラウザでのソフトウェアキーボード不
透過表示の一例を示す図である。
【００９１】
ウェブブラウザのコンテンツ６００は文章や画像などで構成される。ユーザがキーワード
を入力するためにエディットボックス６０１をタップすると、テキスト６０２の上に覆い
かぶさるようにソフトウェアキーボード６０３が表示される。ソフトウェアキーボードに
は設定画面を表示するための設定ボタン６０４が常に不透過表示される。この設定ボタン
は表示切替手段が自動に設定されている場合の表示になっている。
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【００９２】
　図７は、本実施形態のシステムにおけるメールソフトでのソフトウェアキーボード不透
過表示の一例を示す図である。
【００９３】
メールソフトのメール作成画面７００は宛先や件名（不図示）、本文７０２で構成される
。ユーザがメール本文を編集するために本文の途中７０１をタップすると、本文７０２の
上に覆いかぶさるようにソフトウェアキーボード７０３が表示される。ソフトウェアキー
ボードには設定画面を表示するための設定ボタン７０４が常に不透過表示される。この設
定ボタンは表示切替手段が自動に設定されている場合の表示になっている。
【００９４】
　図８は、本実施形態のシステムにおけるウェブブラウザでのソフトウェアキーボード透
過表示の一例を示す図である。
【００９５】
ウェブブラウザのコンテンツ８００は文章や画像などで構成される。ユーザがキーワード
を入力するためにエディットボックス８０１をタップすると、テキスト８０２の上に覆い
かぶさるようにソフトウェアキーボード８０３が表示されるが外枠と設定ボタン８０４を
除いては透過表示されているため、テキスト８０２の参照が可能となっている。ソフトウ
ェアキーボードには設定画面を表示するための設定ボタン８０４が常に不透過表示される
。この設定ボタンは表示切替手段が自動に設定されている場合の表示になっている。
【００９６】
　図９は、本実施形態のシステムにおけるメールソフトでのソフトウェアキーボード透過
表示の一例を示す図である。
【００９７】
メールソフトのメール作成画面９００は宛先や件名（不図示）、本文９０２で構成される
。ユーザがメール本文を編集するために本文の途中９０１をタップすると、本文９０２の
上に覆いかぶさるようにソフトウェアキーボード９０３が表示されるが外枠と設定ボタン
９０４を除いては透過表示されているため、本文９０２の参照が可能となっている。ソフ
トウェアキーボードには設定画面を表示するための設定ボタン９０４が常に不透過表示さ
れる。この設定ボタンは表示切替手段が自動に設定されている場合の表示になっている。
【００９８】
　図１０は、本実施形態のシステムにおける設定画面の一例を示す図である。設定画面は
設定情報用のデータテーブル（図５）を管理するための画面で、設定情報の項目について
編集できるよう表示切替手段１１０１（１１０２）、表示方法１１０３（１１０４、１１
０５）、ＯＫボタン１００６、キャンセルボタンから構成される。なお、表示切替手段１
１０２は、手動または自動のどちらかを選択できるようにする。表示方法１１０３は、表
示切替手段１１０２が手動の場合のみ有効となる設定項目であるため、設定画面の制御と
しても手動の場合のみ編集可能となる方が良い。
【００９９】
　図１１は、本実施形態のシステムにおける表示切替手段が手動の場合のソフトウェアキ
ーボード表示の一例を示す図である。
【０１００】
１１００はソフトウェアキーボードが不透過表示の場合で、１１０２は透過表示の場合の
図である。いずれも設定ボタン１１０１と１１０３が不透過表示されているが、表示切替
手段が自動の場合（６０４、７０４、８０４、９０４）とは異なり、表示切替手段が手動
に設定されていることが示されている。
＜第２の実施形態＞
【０１０１】
　以下、図１２から図１４を用いて、本発明にかかる第２の実施形態について説明する。
【０１０２】
　第２の実施形態では、第１の実施形態で説明した図４に示すフローチャートに、以下の
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機能を追加したものであり、第１の実施形態とは異なる点についてのみ説明する。
【０１０３】
　すなわち、第２の実施形態では、（１）表示部に表示された全てのコンテンツの量（デ
ータ量）、または、ソフトウエアキーボードの表示領域の背面に表示されている（キーボ
ードに隠れる）コンテンツの量（データ量）に応じて、図５で説明した表示切替手段の数
値を１（手動切替）にするか０（自動切替）にするかを自動的に切り替える機能と、（２
）画面がスクロール中に指が近づいた場合には、キーボードを透過表示するまたは半透明
で表示する機能（画面がスクロール中にキーボードの領域内を指でタッチされても、ＣＰ
Ｕは、キーボードが押下されたものとしては認識せずに、コンテンツがタッチされたもの
として認識する（スクロール指示できる）機能）を第１の実施形態に追加したものである
。
【０１０４】
　以下、図４に示したフローチャートと同一の処理については同一の符号を付し、異なる
ステップについてのみ、新たな符号を付している。図１２に示すフローは、携帯端末１０
０のＣＰＵにより実行される。
【０１０５】
　ステップＳ４０３－１では、ＲＯＭ２０３または外部メモリ２１２の記憶領域から設定
情報（動作モード変更、モード変更閾値、表示切替手段、表示方法）を取得する。
【０１０６】
　ここで取得される設定情報は、図１３に示すテーブルである。図１３に示すテーブルは
、携帯端末のメモリに記憶されている。
【０１０７】
　図１３に示すテーブルは、第１の実施形態の図５に示したテーブルに、「動的モード変
更」、「モード変更閾値」を追加したテーブルである。
【０１０８】
　「動的モード変更」には、０か１の値が格納され、１は、動的にモードを変更すること
が有効であることを示し、０は、動的にモードを変更することが無効であることを示す。
【０１０９】
　すなわち、表示切替手段の０（ソフトウエアキーボードの透過／不透過の手動切替）、
１（ソフトウエアキーボードの透過／不透過の自動切替）を自動的に切り替えるか（動的
モード変更が１）、手動で切り替えるか（動的モード変更が０）が設定されている。
【０１１０】
　また、「モード変更閾値」は、表示切替手段の０と１を自動的に切り替える条件として
、ソフトウエアキーボードが表示される領域の背面に表示される所定の文字数が格納され
ている。
【０１１１】
　また、図１３に示すテーブルは、図１４に示す設定画面１４０４（携帯端末が表示する
設定画面）から入力され設定される。
【０１１２】
　１４０１は、動的モード変更を有効にするか、否かを設定するためのチェックボックス
である。
【０１１３】
　また、１４０２は、１４０３がモード変更閾値を入力する入力欄であることを示してい
る。
　１４００を介して入力されたデータが、図１３に示すテーブルに格納される。
　図１４に示す設定画面は、図１０の設定画面の代わりに表示されるものである。
【０１１４】
　そして、携帯端末は、第１の実施形態で説明したステップＳ４０７の処理を実行する。
【０１１５】
　ステップＳ４０７では、ソフトウエアキーボードの表示領域の背面に表示されている（
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キーボードに隠れる）文字数（データ量）だけではなく、表示部に表示された全ての文字
数を取得するようにしてもよい。
【０１１６】
　そして、携帯端末は、ステップＳ４０３－１で取得した動的モード変更の値が１（有効
）であるか否かを判定する（Ｓ１２０１）。そして、１であると判定された場合には、ス
テップＳ４０７で取得した文字数が、ステップＳ４０３－１で取得したモード変更閾値以
上であるか否かを判定する（Ｓ１２０２）。そして、ステップＳ４０７で取得した文字数
が、ステップＳ４０３－１で取得したモード変更閾値以上であると判定された場合には、
表示切替手段を自動（０）に設定する（Ｓ１２０３）。一方、ステップＳ４０７で取得し
た文字数が、ステップＳ４０３－１で取得したモード変更閾値未満であると判定された場
合には、表示切替手段を手動（１）に設定する（Ｓ１２０４）。
【０１１７】
　また、携帯端末は、Ｓ１２０１で、ステップＳ４０３－１で取得した動的モード変更の
値が０（無効）であると判定された場合には、処理をステップＳ４０４に移行する。
【０１１８】
　これにより、表示部に表示された全てのコンテンツの量（データ量）、または、ソフト
ウエアキーボードの表示領域の背面に表示されている（キーボードに隠れる）コンテンツ
の量（データ量）に応じて、図５で説明した表示切替手段の数値を１（手動切替）にする
か０（自動切替）にするかを自動的に切り替えることができる。
【０１１９】
　次に、ステップＳ１２０５で、携帯端末は、表示部に表示されている画面がスクロール
動作の状態を取得する。
【０１２０】
　そして、Ｓ１２０６で、携帯端末は、当該取得した状態が、表示部に表示されている画
面がスクロール中であるか否かを判定する。
【０１２１】
　そして、表示部に表示されている画面がスクロール中であると判定された場合には（Ｙ
ＥＳ）、ステップＳ４１３に処理を移行し、一方、スクロール中ではないと判定された場
合には（ＮＯ）、処理をステップＳ４０６に移行する。
【０１２２】
　これにより、画面がスクロール中に指が近づいた場合でも、キーボードを透過表示する
または半透明で表示することができる。そのため、画面がスクロール中にキーボードの領
域内を指でタッチされても、ＣＰＵは、キーボードが押下されたものとしては認識せずに
、コンテンツがタッチされたものとして認識し、ユーザは、スクロール指示できるように
なり、ユーザの操作性が向上する。
【０１２３】
　以上、本発明によれば、携帯端末の表示部にソフトウェアキーボードの画面が表示され
ることにより閲覧が制限される情報の閲覧性を向上させると共に、当該情報を閲覧しなが
らソフトウェアキーボードによる入力操作を容易に行うことができる。
【０１２４】
　上述した本発明の実施形態を構成する各手段及び各ステップは、コンピュータのＲＡＭ
やＲＯＭ等に記憶されたプログラムを読み取り動作することによって実現できる。このプ
ログラム及び前記プログラムを記録したコンピュータ読み取り実行可能な記録媒体は本発
明に含まれる。
【０１２５】
　また、本発明は、例えば、システム、装置、方法、プログラムもしくは記録媒体等とし
ての実施形態も可能であり、具体的には、一つの機器からなる装置に適用してもよい。
【０１２６】
　なお、本発明は、上述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムを、シ
ステム又は装置に直接、又は遠隔から供給する。そして、そのシステム又は装置のコンピ
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る場合を含む。
【０１２７】
　従って、本発明の機能処理をコンピュータで実現するために、前記コンピュータにイン
ストールされるプログラムコード自体も本発明を実現するものである。つまり、本発明は
、本発明の機能処理を実現するためのコンピュータプログラム自体も含まれる。その場合
、プログラムの機能を有していれば、オブジェクトコード、インタプリタにより実行され
るプログラム、ＯＳに供給するスクリプトデータ等の形態であってもよい。
【０１２８】
　また、コンピュータが、読み出したプログラムを実行することによって、前述した実施
形態の機能が実現される。更に、そのプログラムの指示に基づき、コンピュータ上で稼動
しているＯＳ等が、実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によっても前述した実施
形態の機能が実現され得る。
【０１２９】
　更に、その他の方法として、まず記録媒体から読み出されたプログラムが、コンピュー
タに挿入された機能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメ
モリに書き込まれる。そして、そのプログラムの指示に基づき、その機能拡張ボードや機
能拡張ユニットに備わるＣＰＵ等が実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によって
も前述した実施形態の機能が実現される。
【符号の説明】
【０１３０】
１００　スマートデバイス（携帯端末）
 

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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